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公孫樹，鴨脚樹）は，樹高 20 〜 30m の雌雄異株の落葉高木で，裸子植物門イチョウ綱イチョウ目
イチョウ科イチョウ属に属する中国原産の裸子植物です。葉は扇形で葉脈は原始的な平行脈をもち，
二
に さ ぶ ん し
又分枝して付け根から先端まで伸び，通常，葉の中央部は浅く割れていますが，分類的には特殊
な針葉樹に分類されます。イチョウ目の植物は，中生代ジュラ紀（2 億 1200 万年〜 1 億 4300 万年前）
に最も繁栄し，ヨーロッパから北アメリカにまで分布していましたが（日本では山口県や北海道な
どで化石が発見されています），中生代の終わりまでに恐竜とともにそのほとんどが絶滅し，新生代
第三紀（6500 万〜 170 万年前）には，現生のイチョウただ 1 種になったようです。現生のものは
中国に分布するイチョウ Ginkgo biloba だけで，中国浙江省の天目山には，自生のイチョウがある
といわれていますが，中国でもイチョウの原産地は不明で，日本へは，室町時代（15 世紀）後期以
降伝来したと考えられ，現在，イチョウは，生きている化石としてレッドリストの絶滅危惧 IB 類に






いた「お葉付きイチョウ Ginkgo biloba ‘Epiphylla’」もあるそうです。イチョウの名は中国語で，葉
イチョウ Ginkgo biloba L. 
（イチョウ科 Ginkgoaceae）















作られます。9 〜 10 月頃，精子は放出され，花粉室から造卵器に泳いで入り，ここで受精が完了し
ます。受精によって胚珠は成熟を開始し，11 月頃，種子に熟成します。イチョウの精子を発見した
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し ゅ ひ な い そ う
皮内層）。また，種子は生薬名をハクカ（白果）といい，咳止め，
夜尿症，頻尿の改善などに用いられます。食用とする種子にはビタミン B6 類縁体の ginkgotoxin（4’

















写真 9　生薬：ハクカ（白果），ギンナン（銀杏） 写真 10　イチョウ並木
写真 7　イチョウ（気根，乳） 写真 8　イチョウの未熟種子
図 1　成分の構造式
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野山の花　  ̶身近な山野草の食効・薬効 ̶
を作るようなことは避けて欲しいものです。葉には，セスキテルペノイドの bilobalide，ジテルペ
ノイドの ginkgolide A, B, C, J, M など , さらに二重分子フラボノイドの ginkgetin などが含まれてい
ます。外
が い し ゅ ひ
種皮に含まれる ginkgolic acid, bilobol などは葉にも含まれ，このことが防虫効果を期待し
て栞
しおり
や土壌改良になどに使われる所以と思われます。
　イチョウの材は油分を含み水はけがよく，材質も均一で加工性に優れ，歪みが出にくいことから
建具・家具・水廻り品などに利用され，特にまな板は高級品とされています。また，黄葉時の美し
さと剪定に強いという特性から街路樹の樹種別では最多本数となっています。
